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1．2009 年度事業報告 

 

1111．多文化共生理解促進事業．多文化共生理解促進事業．多文化共生理解促進事業．多文化共生理解促進事業    

①①①①多文化共生実践モデル支援事多文化共生実践モデル支援事多文化共生実践モデル支援事多文化共生実践モデル支援事業業業業                                                                                                                        

委託元：愛知県多文化共生推進室 

【事業の目的】【事業の目的】【事業の目的】【事業の目的】    

日本人と外国人の相互理解や外国人の社会活動の参加の現状等を調査するとともに、地元自治会等の協

力を得てモデル的支援を実施し、多文化共生の実践に向けた方策を検討する。 

【実施概要】【実施概要】【実施概要】【実施概要】    

対象：対象：対象：対象：犬山市、刈谷市、豊橋市の地域住民及び自治体  

内容：内容：内容：内容：県内 3 箇所(地域)程度の外国人入居者が多い集合住宅等において、現在の社会・経済情勢に伴う

急速な雇用環境の悪化等による外国人のおかれている状況の変化等を踏まえ、日本人と外国人の相互理

解や外国人の社会活動の参加の現状等を調査・整理し、多文化共生に関する基礎資料を作成する。 

実施日時：実施日時：実施日時：実施日時：    

平成 21 年 8 月 3 日～平成 22 年 3 月 31 日 

新規新規新規新規雇用者数：雇用者数：雇用者数：雇用者数：12 名 

事務局スタッフ：事務局スタッフ：事務局スタッフ：事務局スタッフ：5 名 

【成果と課題】【成果と課題】【成果と課題】【成果と課題】    

○成果○成果○成果○成果    

・委託内容を概ね遂行でき、信頼獲得につながった 

・事業を通して新規雇用者に多文化共生意識が育まれた 

・週に一度の日本語研修を経て、日本語能力試験に 

1 級 2 名、2 級 1 名、3 級 1 名が合格した 

・事務局に大型案件を遂行する体力がついた 

・アンケート調査及びインタビューにより、地域住民の生の声を聞くことができた 

○課題○課題○課題○課題    

・新規雇用者の人件費の見積もりが甘く、赤字となってしまった 

・日々起こることの対応に追われ、事業全体に遅れが生じた 

・都度の情報共有が十分ではなかった 

・周囲の人の巻き込みが弱かった 

【新規雇用者【新規雇用者【新規雇用者【新規雇用者の声】の声】の声】の声】    

・今回の仕事を通して、日本人と外国人の交流がとても大事なことだと感じました。 

・この仕事を通じて自分の日本語力が上がりました。漢字も以前より読むことができるようになりまし

た。 

・今まで知らなかった多くの面を知り、在日外国人の方に対する印象が日々変化していきました。今回

の学びを、まず自分の周りの人々に伝え、少しずつ「多文化共生」を広げていきたいと思います。 

【担当者コメント】【担当者コメント】【担当者コメント】【担当者コメント】    

 本事業は、当団体にとって初めての大型委託事業であったため、数々の課題が残った。中でも資金計
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画の甘さは喫緊の課題である。しかし、本事業を通じて得た人とのつながりや他からの信頼は当団体が

今後事業を展開していく上で、大変励みとなるものである。今後は課題の改善に加え、事業全体のコー

ディネートに力を入れていきたい。

②多文化共生～協働の現場～バスツアー②多文化共生～協働の現場～バスツアー②多文化共生～協働の現場～バスツアー②多文化共生～協働の現場～バスツアー                                                                                                            

【事業の目的】【事業の目的】【事業の目的】【事業の目的】    

日本人と外国人が協働している職場見学及び交流会を通じて、参加者が日本人と外国人の共生の実態や

課題・成果を知り、支援に必要なネットワークを構築する機会を提供する。 

【実施概要】【実施概要】【実施概要】【実施概要】    

対象：対象：対象：対象：自治体・国際交流協会職員、社会福祉協議会職員、企業関係者等 

内容：内容：内容：内容：外国人自身が運営を行なう定住外国人のための相談センター及び地域に暮らす外国人を積極的に

雇用している施設を見学し、どのようにして日本人と外国人が相互に理解し合い、信頼関係を築いてき

たかを学ぶ。また、社会資源（人材、ノウハウ、施設、資金等）を活用した地域における新たな創業や

雇用の創出、地域コミュニティの活性化に向けたネットワークづくりの機会を提供する。 

開催日時：開催日時：開催日時：開催日時：平成 22 年 2 月 22 日 

訪問先：訪問先：訪問先：訪問先：    

①美濃加茂市定住外国人自立支援センター 

（委託運営：NPO 法人ブラジル友の会） 

②社会福祉法人青山里会 

参加参加参加参加者数：者数：者数：者数：20 名 

【成果と課題】【成果と課題】【成果と課題】【成果と課題】    

○成果○成果○成果○成果    

・実際に日本人と外国人が協働している現場を見学し、

話を聞けたことから、参加者に協働のイメージを伝える

ことができた 

・バスを利用したことにより、道中も参加者同士が交流を深めることができた 

○課題○課題○課題○課題    

・昼食と移動に時間がかかり、見学時間を十分にとれなかった 

・参加者アンケートを実施しなかったため、参加者の感想を記録に残すことができなかった（バス車内

にて口頭で感想を聞いた） 

【担当者コメント】【担当者コメント】【担当者コメント】【担当者コメント】    

 直接現場に赴き、担当者から話を聞くことができた本事業は、大変意義深いものであった。しかしな

がら、今回は（特活）起業支援ネット様より補助を得られたことで企画・実施できたため、今後の継続

には予算の確保が不可欠である。 
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③③③③講師派遣講師派遣講師派遣講師派遣                                                                                                                                                                

（（（（1111）南山大学国際教育センター「南山大学ホストファミリーワークショップ」）南山大学国際教育センター「南山大学ホストファミリーワークショップ」）南山大学国際教育センター「南山大学ホストファミリーワークショップ」）南山大学国際教育センター「南山大学ホストファミリーワークショップ」    

【事業の目的】【事業の目的】【事業の目的】【事業の目的】 

南山大学への交換留学生を受入れるホストファミリーを中心に、ワークショップやディスカッションを

通して、「自分にとってのホームステイとは何か？」「異文化コミュニケーションで起こり得ることとそ

の対処」などについて考え、今後のホームステイプログラムの充実を図る。 

【実施内容】【実施内容】【実施内容】【実施内容】 

対象：南山大学ホストファミリー登録者 

内容：DVD 鑑賞「知らない二人」、ディスカッション、ワークショップ「メンタルグラフ」、講義「グル

ープの発達段階」 

開催日時：平成 21 年 11 月 24 日 

参加者数：25 名 

【成果と課題】【成果と課題】【成果と課題】【成果と課題】    

○成果○成果○成果○成果 

・異文化体験におけるストレスや葛藤を同じ立場にある人と共有することで、「自分だけに起こる特別な

ことではなく、だれもが経験すること」として今後のホームステイ受入れの心構えができた。 

・ホストファミリー同士のネットワーク形成につながった。 

○課○課○課○課題題題題 

・今回は時間や準備の関係で実現できなかったが、今後はホストファミリーが抱える悩み等を留学生に

伝える機会も取り入れていきたい。 

・同様のプログラムを、他のスタッフが実施できるようノウハウを共有していきたい。 

【参加者の声】【参加者の声】【参加者の声】【参加者の声】 

・身近な問題を話し合うことができた。 

・各ホストファミリーの問題を共有する事ができた。 

・留学生の立場、受け入れ側の立場も考慮した内容だった。 

・問題解決にはならない気がした。 

・こうした取り上げ方では時間が足りないのでは？ 

【担当者のコメント】【担当者のコメント】【担当者のコメント】【担当者のコメント】 

実際に外国人と共に暮らす「ホストファミリー」を対象に、異文化コミュニケーションについて考える

機会をもてたことで、体験者が抱える悩みや葛藤、これから体験する人の不安など生の声を聞くことが

できた。外国人集住団地等で、近隣住民として接する人とは異なる印象をもっていることを知り、非常

に興味深かった。 

 

（（（（2222））））知立市実行委員会知立市実行委員会知立市実行委員会知立市実行委員会        

「多文化共生フォーラム「多文化共生フォーラム「多文化共生フォーラム「多文化共生フォーラム    交流から共生へ～市民としてのつながりを考える～」交流から共生へ～市民としてのつながりを考える～」交流から共生へ～市民としてのつながりを考える～」交流から共生へ～市民としてのつながりを考える～」

【事業の目的】【事業の目的】【事業の目的】【事業の目的】 

知立市長をはじめ、市内の外国人集住団地の自治会や教育現場で外国人にかかわっている人、さらに近

隣市からも多文化共生に取り組んでいる人をゲストに迎えてパネルディスカッションを実施し、会場に
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集まった市民の意見も交えながら、知立市のこれからの共生のあり方を考える。    

【実施内容】【実施内容】【実施内容】【実施内容】 

対象：対象：対象：対象：知立市民 

内容：内容：内容：内容：「多文化共生」をテーマとしたパネルディスカッション 

＜＜＜＜パネリストパネリストパネリストパネリスト＞＞＞＞    

知立市長、知立市市議／市営知立団地自治会長、知立西

小学校長、知立東小学校長、日本語指導員（日系ブラジ

ル人）、保見ヶ丘ブラジル人協会会長（ゲスト）、元・県

営岩田住宅自治会長（ゲスト） 

開催日時：開催日時：開催日時：開催日時：平成 21 年 12 月 22 日 

参加者数：参加者数：参加者数：参加者数：約 30 名 

【成果と課題】【成果と課題】【成果と課題】【成果と課題】 

○成果○成果○成果○成果 

・知立市で初めて「多文化共生」をテーマに、市長や市議、教育関係者を交えての公開ディスカッショ

ンを行うことができ、それぞれの立場から市民に向けて現状や課題、今後の取り組み等について伝える

機会となった。 

・聴衆にポルトガル語を学んでいる自主サークルのメンバーがいて、自分たちの語学力を生かしたいと

いう発言から、今後の地域行事等での通訳として活動参加が検討されることになった。 

○課題○課題○課題○課題 

・知立市で多文化共生に関心のある人や関係機関等を把握し、今後の広報・集客力アップに努めたい。 

・パネルディスカッションの時間とパネリストの人数を考慮し、一人ひとりの発言時間がある程度確保

できるようにしたい。 

【参加者の声】【参加者の声】【参加者の声】【参加者の声】 

・フォーラムでは主に外国人集住団地でのことが中心に話し合われていたので、そこの問題点がよくわ

かりました。 

・多文化共生について市（行政）としての認識がまだ足りないと思う。そのために、もっと市民レベル

で市へ要望していかなくては！と思いました。 

・知らないところで努力されている人々がいることを知ることができとてもよかった。普段、あまり直

接外国人と接することがない人たちにも、こういうことが伝わるとよいのではないでしょうか。 

【担当者コメント】【担当者コメント】【担当者コメント】【担当者コメント】 

これまで「国際交流」を中心に行われてきた知立市で、今回「多文化共生」をテーマにさまざまな立場

の人がディスカッションを行えたのは、公募で集まった実行委員会メンバー努力の賜物である。そこに

市長や市議、学校長が登壇するに至ったことは、まさに市民が行政を動かしたとも言える。今後もこう

した“市民発”の取り組みが継続・発展できるよう支援していきたい。 

 

（（（（3333）（財）鹿児島県国際交流協会「多文化共生ボランティア実践講座」）（財）鹿児島県国際交流協会「多文化共生ボランティア実践講座」）（財）鹿児島県国際交流協会「多文化共生ボランティア実践講座」）（財）鹿児島県国際交流協会「多文化共生ボランティア実践講座」    

【事業の目的】【事業の目的】【事業の目的】【事業の目的】 

平成 20 年度に育成された「多文化共生ボランティア」のフォローアップ講座の一環として実施。支援者



6 

 

に求められる基本的な能力の一つとして、対象者の話に耳を傾け、寄り添う力（＝傾聴力）を高め、今

後の支援の充実を図る。 

【実施内容】【実施内容】【実施内容】【実施内容】 

対象：対象：対象：対象：鹿児島県国際交流協会多文化共生ボランティア 

内容：内容：内容：内容：「傾聴」をテーマとしたワークショップと講義 

開催日時開催日時開催日時開催日時：：：：平成 22 年 1 月 23 日 

参加者数：参加者数：参加者数：参加者数：11 名    

【成果と課題】【成果と課題】【成果と課題】【成果と課題】 

○成果○成果○成果○成果 

・普段の自分の「きき方」に気づき、それが相手に与える影響について考えてもらうことができた。 

・日本人と外国人とにかかわらず、支援を求めてきた人の話に耳を傾けることの重要性を体験してもら

うことができた。 

○課題○課題○課題○課題 

・講座の中で、対象者が実際に外国人にかかわる機会がほとんどないことがわかり、実践の場を求める

人からは本講座のテーマにあまり関心をもてない人がいた。今後は可能な範囲で事前のニーズ把握にも

努めていきたい。 

【担当者コメント】【担当者コメント】【担当者コメント】【担当者コメント】 

 外国人とのコミュニケーションにおける留意点には、「自分の考えをわかりやすい言葉で伝える」「相

手の話を最後まで聞き、自分の理解が正しいかどうかを確認する」など、日本人同士のコミュニケーシ

ョンを円滑にするのにも役立つものが少なくない。こうした視点から、異文化コミュニケーションに対

する漠然とした不安を軽減することにも貢献していきたい。

（（（（4444）（財）全国市町村国際文化研修所（）（財）全国市町村国際文化研修所（）（財）全国市町村国際文化研修所（）（財）全国市町村国際文化研修所（JIAMJIAMJIAMJIAM）「多文化共生地域づくりコース」）「多文化共生地域づくりコース」）「多文化共生地域づくりコース」）「多文化共生地域づくりコース」    

【事業の目的】【事業の目的】【事業の目的】【事業の目的】 

行政及び協会職員の立場から、外国人住民が直面する諸課題を職域別・分野別に学び、地域における今

後の多文化共生社会づくりを考える。 

【実施内容】【実施内容】【実施内容】【実施内容】 

対象：全国の自治体職員及び国際交流協会職員 

内容： 1 日目 多文化共生施策の現状と課題、集住都市の状況 

    2 日目 在住外国人の権利と法的地位、情報提供、災害時対応 

     3 日目 教育支援、生活相談 

     4 日目 医療・通訳、就労支援 

     5 日目 多文化共生社会へ向けたアプローチ 

開催日時：①第 1 回平成 21 年 8 月 24 日～28 日   ②第 2 回平成 22 年 2 月 1 日～5 日 

参加者数：①35 名   ②36 名 

【成果と課題】【成果と課題】【成果と課題】【成果と課題】 

○成果○成果○成果○成果 

・日常において特に外国人住民関連業務を担当していない部署（いわゆる国際課以外）の人に、多文化
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共生に関する基礎的な知識の習得機会を提供できた。 

・地域を超えたつながりをもつきっかけとなった。 

・今後の多文化共生への取り組みにおいて、担い手となるキーパーソンの育成ができた。 

○課題○課題○課題○課題    

・担当部署ではない人が主な対象であることから、研修後も関心を持ち続けてもらえるよう受講者のフ

ォローに努めたい。 

・同研修所における他の研修（とくに「多文化共生マネージャー養成コース」）修了者ともネットワーク

を形成できるよう働きかけていきたい。 

【参加者の声】【参加者の声】【参加者の声】【参加者の声】 

・多文化共生･顔が見える間関係づくりの必要性を体系的に理解できた。 

・在留資格の種類や法律等から､各種分野までの概論を聞く事が出来、あやふやだった｢多文化共生と

は？｣というイメージから全体像が掴めた。 

・従来からやっている事だから、という取り組み姿勢を改め、特に目を向けていなかった外国人籍の子

どもの就学の問題について実態を調べ、対応を考えてみたい。 

【担当者コメント】【担当者コメント】【担当者コメント】【担当者コメント】 

自治体職員で普段、多文化共生関連事業に携わっていない人々が、基礎から体系的に多文化共生を学ぶ

ことができる本事業は貴重な研修機会である。本コース修了後も継続的にフォローしていき、また次の

ステップである「多文化共生マネージャー養成コース」への受講を勧め、地域の多文化共生社会づくり

の担い手として力を発揮してもらえるよう働きかけていきたい 

④④④④イベント出展イベント出展イベント出展イベント出展                                                                                                                                                                

（（（（1111））））ファンドレイジングイベントファンドレイジングイベントファンドレイジングイベントファンドレイジングイベント    愛フェス愛フェス愛フェス愛フェス 2009200920092009    

【事業の目的】【事業の目的】【事業の目的】【事業の目的】    

NPO 等に関心のない人々に、多文化共生を知る機会を提

供する。 

【実施概要】【実施概要】【実施概要】【実施概要】 

対象：対象：対象：対象：一般市民 

内容：内容：内容：内容：ビーズで国旗作り・異文化体験クイズ・ブラジル、 

ペルー、台湾紹介パネル展示、ダイレクトダイアログ 

開催日時：開催日時：開催日時：開催日時：2009 年 9 月 5 日・6 日 

参加者数（来場者数）：参加者数（来場者数）：参加者数（来場者数）：参加者数（来場者数）：28,527 人 

【成果と課題】【成果と課題】【成果と課題】【成果と課題】 

○成果○成果○成果○成果 

・愛知県委託事業の新規スタッフに、ボランティアとして手伝ってもらったことで、県事業開始前にス

タッフ間でコミュニケーションを取る良い機会となった。 

・ビーズの国旗作りに子どもが関心を持ってくれた。また、子どもがビーズ作りをしている間、保護者

の方には三択クイズに挑戦してもらったり、展示物を見てもらうなど、退屈させない工夫ができた。 
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○課題○課題○課題○課題    

・ブース出展は初体験だったため、ブースのスペースをうまく活用できなかった。 

・当日の寄付が出展料を下回ったため、赤字となった。 

・来場者に共感を持ってもらう工夫が足りなかった。 

【担当者コメント】【担当者コメント】【担当者コメント】【担当者コメント】 

 当団体初の大型イベントへの参加であったが、事前の事務局内での情報共有や企画段階からの人の巻

き込み、ブースの魅せ方に課題が残った。しかし、こうしたブース出展は普段関心のない人にも「多文

化共生」を広く周知する良い機会であるため、今回の反省を生かし、次回以降はより共感を呼ぶブース

作りを心がけたい。 

（（（（2222）（社）名古屋青年会議所）（社）名古屋青年会議所）（社）名古屋青年会議所）（社）名古屋青年会議所  地球はひとつ～感謝のこころ溢れる共生のまち名古屋を目指して～地球はひとつ～感謝のこころ溢れる共生のまち名古屋を目指して～地球はひとつ～感謝のこころ溢れる共生のまち名古屋を目指して～地球はひとつ～感謝のこころ溢れる共生のまち名古屋を目指して～    

【事業の目的】【事業の目的】【事業の目的】【事業の目的】 

一般市民（小中学生中心）に、世界の現状や多様性の魅力

についてわかりやすく伝え、共生意識を育む契機とする。 

【実施概要】【実施概要】【実施概要】【実施概要】 

対象：対象：対象：対象：一般市民（親子連れ） 

内容：内容：内容：内容：「文化の多様性ブース」出展 

（多文化クイズ、世界の遊び紹介、各国パネル紹介） 

開催日時開催日時開催日時開催日時：：：：平成 21 年 11 月 8 日 

参加者数：参加者数：参加者数：参加者数：約 200 名 

【成果と課題】【成果と課題】【成果と課題】【成果と課題】 

○成果○成果○成果○成果 

・参加者が、すべてのブースを回る（スタンプラリー）という仕掛けがあったため、老若男女、幅広い

層に「多文化共生」について知ってもらう機会となった。 

・日ごろ、「多文化共生」に強い関心のないような人に対して、どのようにアプローチすればこの分野に

関心をもってくれるかを考えるきっかけとなった。 

・臨時職員の研修機会（企画・運営）となった。 

○課題○課題○課題○課題 

・今回、同じ地域に暮らす外国人住民が抱える課題にまで目を向けてもらうことはしなかったが、今後

は次のステップにつながるような要素も加えていきたい。 

・備品の購入や会場までの機材等の搬送にコストがかかり、赤字となってしまった。 

【担当者コメント】【担当者コメント】【担当者コメント】【担当者コメント】 

 名古屋市内での実施事業であること、企業セクター（青年会議所）への協力事業であること、そして

主なターゲットが一般の親子連れという点で非常に意義深い取り組みであった。今後もこうした事業を

通じて、より多くの人々に「多文化共生」への関心をもってもらえるよう働きかけたい。 
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（（（（3333））））COMBiCOMBiCOMBiCOMBi 本陣文化祭本陣文化祭本陣文化祭本陣文化祭    

【【【【事業の目的】事業の目的】事業の目的】事業の目的】 

 COMBi 本陣の近隣住民に日頃の感謝を伝えるとともに、COMBi 本陣入居団体の活動を広く周知する。 

【実施概要】【実施概要】【実施概要】【実施概要】 

対象：対象：対象：対象：一般市民（COMBi 本陣近隣住民、主に親子連れ） 

内容：内容：内容：内容：    

①ビーズで国旗づくり、「世界中に友達をつくろう」（民

族衣装を着た男の子と女の子のぬりえ）、 

②模擬店（トルタ、ブリガデイロ、コシャ・デ・フラン

ゴ、ガラナの販売） 

③外国の人とゲームで遊ぼう！（共催：NGO アース） 

開催日時：開催日時：開催日時：開催日時：平成 21 年 11 月 8 日 

来場来場来場来場者数：者数：者数：者数：約 700 名 

【成果と課題】【成果と課題】【成果と課題】【成果と課題】    

○成果○成果○成果○成果 

・模擬店で南米の料理を提供したことで、老若男女、幅広い層に南米料理を楽しんでもらう機会となっ

た。 

・地域住民の方々に直接外国人と触れ合う機会を提供できた。 

・臨時職員皆で企画・準備から行ったため、多くの人の意見を取り入れたブースづくりができた。 

・臨時職員がひとつの目標に向かい、個々の能力を発揮しあう機会となった。 

○課題○課題○課題○課題 

・普段外国人住民と接する機会のない地域住民の方々と外国人が顔を合わせる場づくりはできたものの、

話をするには至らなかったため、コミュニーションに結びつける工夫が必要。 

【担当者コメント】【担当者コメント】【担当者コメント】【担当者コメント】 

 主な来場者が COMBi 本陣近隣住民であるため、こうした機会を通じて当団体を知ってもらうことで、

今後の顔の見える関係の構築につながると考える。こうした一つ一つの取り組みを大切に、応援者を増

やしていきたい。 

 

 

（（（（4444））））国際協力カレッジ国際協力カレッジ国際協力カレッジ国際協力カレッジ    

【事業の目的】【事業の目的】【事業の目的】【事業の目的】 

 NGO、国際協力に関心のある人を中心に、ボランティア・

インターンを募る 

【実施概要】【実施概要】【実施概要】【実施概要】 

対象：対象：対象：対象：一般市民 

内容：内容：内容：内容：ブース出展による団体紹介 

開催日時：開催日時：開催日時：開催日時：平成 21 年 11 月 29 日 

参加者数：参加者数：参加者数：参加者数：約 60 名 
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【成果と課題】【成果と課題】【成果と課題】【成果と課題】 

○成果○成果○成果○成果 

・国際協力・多文化共生に関心の高い方と直接話をし、当団体を知ってもらう機会となった 

○課題○課題○課題○課題 

・当団体に興味を持ってくれた方が数名いたが、その後のイベントへの参加やボランティアへと結びつ

けることができなかった 

【担当者コメント】【担当者コメント】【担当者コメント】【担当者コメント】 

国際協力・多文化共生に関心を持っている人に団体にかかわってもらう絶好の機会であったが、その後

のケアが十分にできず、次につなげることができなかった。今後は、関心を持ってくれた人に対してし

っかりケアを行い、次へと結びつけていきたい。 

 

（（（（5555））））第第第第 81818181 回愛知県中央メーデー回愛知県中央メーデー回愛知県中央メーデー回愛知県中央メーデー    

【事業の目的】【事業の目的】【事業の目的】【事業の目的】 

 一般市民に向けて団体紹介及び多文化共生への周知を行う 

【実施概要】【実施概要】【実施概要】【実施概要】 

対象：対象：対象：対象：一般市民 

内容：内容：内容：内容：ブース出展 

（団体紹介パネルの展示、世界の遊び紹介等） 

開催日時：開催日時：開催日時：開催日時：平成 22 年 4 月 24 日 

来場者数：来場者数：来場者数：来場者数：約 50 名 

【成果と課題】【成果と課題】【成果と課題】【成果と課題】    

○○○○成果成果成果成果 

・幅広い世代の方に多文化共生や当団体を知っていただ

く機会となった。 

○○○○課題課題課題課題 

・事前準備が足りず、ブースのスペースをうまく使いきれなかった。 

・当日ブース担当者が一人であったため、複数の来場者に対応しきれなかった。 

【担当者コメント】【担当者コメント】【担当者コメント】【担当者コメント】 

 これまでのブース出展の経験を生かしブース展示を行ったが、イベントの内容によって来場者の興味

関心が異なり、反応も様々であるため、今後は来場者がどんな人であるかを意識したブース作りを行い

たい。 

 

2222．．．．外国人住民の社会参画促進外国人住民の社会参画促進外国人住民の社会参画促進外国人住民の社会参画促進事業事業事業事業    

①①①①岐阜県外国人コミュニティサポーター研修岐阜県外国人コミュニティサポーター研修岐阜県外国人コミュニティサポーター研修岐阜県外国人コミュニティサポーター研修 ※任意団体時                    

主催：(財) 岐阜県国際交流センター 

事業協力：(特活)多文化共生センター大阪 

【事業の目的】【事業の目的】【事業の目的】【事業の目的】    

岐阜県内の外国人住民を対象として、相談・生活・仕事等に役立つテーマを取り上げた自立支援・スキ



11 

 

ルアップ研修を実施し、日本社会と外国人コミュニティとの橋渡しを行う調整能力や、コミュニティ内

における相談・カウンセリング能力を高めてもらう。 

【実施概要】【実施概要】【実施概要】【実施概要】    

対象：対象：対象：対象：岐阜県内在住外国人（中濃地域中心）で、日本語で日常会話ができる方 

内容：内容：内容：内容：    

第 1 回 相談を受ける、問題を解決するとは？ 

～ケースワークとコミュニケーションの基礎知識～ 

第 2 回 日本の社会保障制度を知る（1） 

～医療・保健・福祉と労働分野～ 

第 3 回 日本の社会保障制度を知る（2） 

～教育・生活分野～ 

第 4 回 コミュニティで問題解決能力を高めるには？ 

～情報収集やコミュニティ活動のヒントを学ぶ～ 

開催日時：開催日時：開催日時：開催日時：    

平成 21 年 5 月 31 日、6 月 7 日、14 日、21 日 

参加者数：参加者数：参加者数：参加者数：47 名（全回参加） 

【成果と課題】【成果と課題】【成果と課題】【成果と課題】    

○○○○成果成果成果成果    

・定員(名)を超える応募があり、多くの外国人住民に日本社会の制度等を学んでもらうことができた 

・各分野において、受講者に正しく専門的な知識・情報を提供することができた 

・グループワークを多く取り入れたことで、受講者同士の関係づくりができた 

○○○○課題課題課題課題    

・受講者の予備知識・経験、日本語能力の差が大きいことから、最低限どの程度理解してくれることを

期待するのか、それをどう測るのかを検討したい 

・他地域でも同様の研修が行えるよう、各地域のキーパーソンとなる外国人住民を把握し、講師候補者

を増やしていきたい 

・既存の外国人自助組織への参加や新たな組織の立ち上げにつながるような働きかけも検討したい 

【参加者の声】【参加者の声】【参加者の声】【参加者の声】    

・自分の言いたい事が言えて、いい場でした。ありがとうございました。 

・今日学んだことをこれから日常生活に使う。さまざまな情報を得て、自分の知識を増やして、他の人

に使えることがとても大事だと思う。 

・このような研修をもっと行なってほしい。コミュニティに届く情報はまだ足りない。 

・コミュニティが自分の問題を自分で解決ができるようになるための力になります。 

・外国人の支援ができるようにもっと日本語を勉強し、相談対応もできるようにいろいろな知識を深め

たい。 

【担当者コメント】【担当者コメント】【担当者コメント】【担当者コメント】    

 本事業は、当団体にとって初めての研修事業であったが、受託団体（多文化共生センター大阪）の協

力のもと実施し、目的に沿った成果を出すことができたことは大きな自信につながった。 
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【その他】【その他】【その他】【その他】    

 多文化共生社会の実現に取り組む中で、本事業のような外国人住民へのエンパワメントは必須のもの

だと考えます。外国人住民が日常生活を送るうえで正しい知識をもち、それを周囲の人々と共有するこ

とで、暮らしの質（Quality Of Life）が向上するよう支援していきたいと思います。 

 

②犬山市②犬山市②犬山市②犬山市社会人基礎力養成講座－ステップ社会人基礎力養成講座－ステップ社会人基礎力養成講座－ステップ社会人基礎力養成講座－ステップ 1111－－－－                                                                                                    

【事業の目的】【事業の目的】【事業の目的】【事業の目的】    

若者の地域社会への理解と関心を高め、地域社会に主体的に参加する姿勢を育むとともに、他者との協

働による課題発見解決に有用なコミュニケーション能力を養う。またそれを通じて、自分自身の特性に

気づき、今後の生かし方を考える契機とする。 

【実施内【実施内【実施内【実施内容】容】容】容】    

対象：対象：対象：対象：犬山市近辺在住の青少年（15～25 歳） 

内容：内容：内容：内容：    

1 日目 オリエンテーション、犬山城・明治村見学、 

コミュニケーション・ワークショップ 

2 日目 グループワーク「犬山の魅力を伝える」 

3 日目 成果発表会 

開催日時：開催日時：開催日時：開催日時：    

平成 21 年 11 月 15 日、23 日、平成 22 年 1 月 9 日 

参加者数：参加者数：参加者数：参加者数：14 名 

【成果と課題】【成果と課題】【成果と課題】【成果と課題】    

○成果○成果○成果○成果    

・同世代の日本人参加者と外国人参加者がコミュニケーションを取りながら地域社会にかかわることで、

相互理解が深まった。 

・日本人参加者は、普段の仕事においても外国人住民の存在を意識するようになり（参加者の上司より）、

外国人参加者にとっては日本人社会へのかかわりに対する不安を軽減し、自信をもつきっかけとなった。 

・犬山市として、新たに外国人の若者向けのプログラムを 1つもつことができた。 

○課題○課題○課題○課題    

・広報の仕方と日程を検討し、より多くの日本人参加者の巻き込みと継続的な参加を可能にしたい。 

・成果物の質を上げ、講座終了後も地域で活用してもらえるようにしていきたい。 

【担当者コメント】【担当者コメント】【担当者コメント】【担当者コメント】    

 在住外国人の若者の多くは、幼くして保護者に連れられて来日し、母国の言語や文化・習慣等を継承

しつつ、日本語や日本社会へもある程度適応している。こうした「バイリンガル・バイカルチュラル」

な人材の育成は、地域の多文化共生を進めるうえでも重要な課題のひとつである。当団体としては、本

事業の質を向上させるとともに他地域での展開も視野に入れ、将来の担い手としての外国人材育成に寄

与していきたい。 
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③外国人コミュニティフェア③外国人コミュニティフェア③外国人コミュニティフェア③外国人コミュニティフェア 2010201020102010                                                                                                                        

【事業の目的】【事業の目的】【事業の目的】【事業の目的】    

東海地方で活動する外国人自助組織の活動の認知度を高め、支援者（日本人 NPO 団体、行政関係者、一

般ボランティアなど）を繋ぐ「場」をつくることで、多文化共生社会づくりのための外国人の積極的な

社会参画を促す。 

【実施内容【実施内容【実施内容【実施内容】】】】    

対象：対象：対象：対象：外国人自助組織、NPO 団体、行政関係者、一般ボランティアなど 

内容：内容：内容：内容：    

1）専門家による基調講演 

・経済産業省立地整備課 飯野晋氏 

「コミュニティビジネスの可能性について」 

・愛知県多文化共生推進室 西川祐司氏、財団法人岐阜県国際交流センター 春成浩治氏 

「外国人コミュニティリーダーと外国人自助組織の支援について」 

2）外国人自助組織の活動紹介  

3）一般参加者が参加する「投資ゲーム」 

○出展団体 

・保見ヶ丘ブラジル人協会（ブラジル、愛知） 

・ミグランテ名古屋（フィリピン、愛知） 

・美濃加茂華友会（中国、岐阜） 

・特定非営利活動法人 ABT 豊橋ブラジル協会 

（ブラジル、愛知） 

・ASFIL（フィリピン、岐阜）など 

・ASOCIACION PERUANA DE AICHI “APOYO” 

（ペルー、愛知） 

・特定非営利活動法人ブラジル友の会（ブラジル、岐阜） 

開催日時：開催日時：開催日時：開催日時：2010 年 2 月 21 日 

開催場所：開催場所：開催場所：開催場所：ウインクあいち 

参加者数：参加者数：参加者数：参加者数：30 名    

【成果と課題】【成果と課題】【成果と課題】【成果と課題】    

○成果○成果○成果○成果    

・外国人コミュニティフェアの開催は今年で 2 年目を向かえた。今年は昨年度よりも多くの参加者を得

て、ひろく外国人自治組織の活動を知らせることができた。 

○課題○課題○課題○課題    

・出展していただいた外国人自助組織との関係づくり。イベントのみに終わらせるのでなく、今後、ど

のように当団体と関わりを継続するかは今後の課題である。 

 

3333．多文化共生社会づくりに関する情報及び人材のネットワーク構築事業．多文化共生社会づくりに関する情報及び人材のネットワーク構築事業．多文化共生社会づくりに関する情報及び人材のネットワーク構築事業．多文化共生社会づくりに関する情報及び人材のネットワーク構築事業    

今年度該当事業なし 
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4444．「外国につながる子ども」の健全育成に関する事業．「外国につながる子ども」の健全育成に関する事業．「外国につながる子ども」の健全育成に関する事業．「外国につながる子ども」の健全育成に関する事業    

子どもサポーター実践共有ひろば子どもサポーター実践共有ひろば子どもサポーター実践共有ひろば子どもサポーター実践共有ひろば 2009200920092009                                                                                                                

【事業の目的】【事業の目的】【事業の目的】【事業の目的】    

 主に愛知県三河地域で活動する、外国籍児童生徒の支援者（＝子どもサポーター）を対象に、学習支

援に関するスキルアップや情報共有、支援者同士のネットワーク形成を図る。 

【実施内容】【実施内容】【実施内容】【実施内容】    

対象：外国籍の子どもを支援している方 

（学校関係者、NPO/NGO スタッフ、大学生等） 

内容：内容：内容：内容：基調講演「子どもの支援環境づくり」、 

分科会「放課後学習支援」、「日本語学習支援」、 

「特別支援」、「子どもの声」、交流会 

開催日時：開催日時：開催日時：開催日時：平成 21 年 12 月 21 日 

参加者数：参加者数：参加者数：参加者数：42 人 

【成果と課題】【成果と課題】【成果と課題】【成果と課題】    

○成果○成果○成果○成果    

・外国籍の子どもへの支援に関して、さまざまな観点から必要な情報やノウハウを提供できた。 

・地域や立場を超えた支援者のつながりが生まれた。 

・外国籍の子どもの声を直接支援者に届けることができた。 

○課題○課題○課題○課題    

・分科会の時間が短く十分な意見交換ができないところがあったので、次回は時間配分に留意したい。 

・教育委員会等を通じて、小中学校の教職員の参加をさらに促していきたい。 

【参加者の声】【参加者の声】【参加者の声】【参加者の声】    

・岡崎まで来た甲斐があり、たくさんの情報をいただきました。 

・分科会の質がすばらしかった。人数的にも適当で有意義だった。 

・大変充実した内容で、参考になることばかりでした。ネットワーク作りの重要性も再認識できました。 

・三河地域の取組み紹介リストのようなものがあるとよかった。 

【担当者コメント】【担当者コメント】【担当者コメント】【担当者コメント】    

 愛知県は、全国でもっとも外国籍児童生徒数の多い県である。教育委員会や国際交流協会等で支援者

の育成が急がれているが、現場で活動を続ける人に話を聞くと、育成後のフォローが大きな課題となっ

ていることがわかった。本事業では、その課題が顕著であった三河地域で開催したが、多くの参加希望

をいただいたことから改めて支援者のフォロー（スキルアップ、ネットワーク形成）の重要性を感じた。

当団体としては、必要に応じてこの課題に取り組む一方で、教育委員会等公的機関でこうした機会を設

けてもらえるよう働きかけていきたい。 

【その他】【その他】【その他】【その他】    

 本事業は、2008 年度に参加した「社会起業家ビジネスプランコンペ[edge]」の中で取り組んだ、外国

籍児童生徒を支援する方々へのヒアリング結果をもとに企画し、「あいちモリコロ基金」の助成を受けて

実施しました。当日の模様は報告書にまとめ、団体 blog に掲載しておりますので、ぜひ下記 URL より

ご覧ください。  http://blog.canpan.info/mrc-t/daily/201004/09 
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5555．そ．そ．そ．その他、上記の目標達成に必要な事業の他、上記の目標達成に必要な事業の他、上記の目標達成に必要な事業の他、上記の目標達成に必要な事業    

【研究】（財）笹川平和財団「人口変動の新潮流への対処事業」【研究】（財）笹川平和財団「人口変動の新潮流への対処事業」【研究】（財）笹川平和財団「人口変動の新潮流への対処事業」【研究】（財）笹川平和財団「人口変動の新潮流への対処事業」                                                                    

【事業の目的】【事業の目的】【事業の目的】【事業の目的】    

グローバルな視野から人口構成の変化にどのように対処すべきかについて検討し、国内外での調査結果

等をもとに、日本の移民受け入れをめぐる世論・政策形成に関する提言を行う。 

【実施内容】【実施内容】【実施内容】【実施内容】    

対象：対象：対象：対象：①オランダ・アムステルダム地域教育訓練センター（ROC van Amsterdam）「市民化講習」運営 

者・受講者、フランス・ストラスブール CASAS（民間難民支援団体）、Le CRAPEST（民間移 

民支援団体）、CCRE（外国人市民諮問会議）、 OFII（フランス移民統合局） 

   ②名古屋市中区在住外国人 

内容：内容：内容：内容：①海外調査：移民統合に関するプログラムの視察及び担当者へのインタビュー 

   ②国内調査：名古屋市内在住外国人へのインタビュー 

   ③報告書執筆 

開催日時：開催日時：開催日時：開催日時：①平成 21 年 9 月 11 日～19 日    

②平成 21 年 11 月～平成 22 年 1 月 

     ③～平成 22 年末 

【成果と課題】【成果と課題】【成果と課題】【成果と課題】    

○成果○成果○成果○成果    

・専門家の協力のもと、調査を行う際の準備、実施方法、

報告書へのまとめ方等を学ぶことができた。 

・欧州の先進的な取り組みとその現状・課題を知り、今後

の多文化共生施策の推進に資する提言につなげることができた。 

・国籍別、在留資格別の異なる外国人住民複数名にインタビューを実施でき、個々に抱える課題を認識

することができた。 

○課題○課題○課題○課題    

・調査員の語学力不足のため外部協力者に頼らざるを得ず、対象者へのアポイントメントや追加調査等

において即時対応ができなかった。 

・インタビューの対象者を見つけ、インタビューを実施するまでに時間がかかった。 

【担当者コメント】【担当者コメント】【担当者コメント】【担当者コメント】    

 本事業の受託団体であるダイバーシティ研究所および関係者の指導のもと、大規模な調査に携われた

ことは当団体にとって、また担当者個人にとって非常によい経験となった。とくに、調査計画から報告

書にまとめるまでの一連の過程に必要な作業等について学んだことは、今後の他の調査事業に生かして

いきたい。 

【その他】【その他】【その他】【その他】    

 本事業 1 年目（2008 年度）の報告書『外国人労働者諸問題をめぐる資料集Ⅰ』は、下記 URL からお

申込みいただけます（2009 年度中に市販本として発行予定）。 

笹川平和財団「人口構成の変化による新しいコミュニティのあり方を考える」blog 

http://blog.canpan.info/jinkou/archive/26 



2009年度会計報告／監査報告

特定非営利活動法人多文化共生リソースセンター東海

           科              目 予算(a) 決算(b) (b)-(a) 備考
Ⅰ　経常収入の部 
  １　財産運用収入 0 0 0

  ２　会費収入
  　１）団体会員会費収入 20,000 △ 20,000 20,000円×0団体

  　２）正会員会費収入 75,000 30,000 △ 45,000 5,000円×6名

  　３）賛助会員会費収入 90,000 15,000 △ 75,000 3,000円×5名 

  ３　事業収入　
  　１）多文化共生理解促進事業 100,000 △ 100,000 多文化共生の地域づくり促進事業

13,871,052 13,871,052 愛知県多文化共生実践モデル支援事業

616,111 616,111 講師派遣

61,730 61,730 イベント出展

44,040 44,040 連続セミナー多文化共生"最前線"2008!！

55,720 55,720 知立市多文化共生フォーラム

  　２）外国人住民の社会参画促進事業 530,422 530,422 岐阜CS研修　2010.4-5月実施分計上

358,840 358,840 犬山市社会人養成講座

165,000 12,500 △ 152,500 外国人コミュニティフェア

    ３）情報及び人材のネットワーク構築事業 0 0 0 多文化共生SNS

    ４）「外国につながる子ども」の健全育成に関する 100,000 0 △ 100,000 子どもサポーター実践共有ひろば

    ５）その他の事業 100,000 105,000 5,000 SPF「人口変動の新潮流への対処事業」研究事業

  ４　補助金収入
 　 １）民間補助金収入 800,000 300,000 △ 500,000 あいちモリコロ基金

  　２）国、地方自治体補助金収入 0 0 0

  ５　寄付金収入

  　１）寄付金収入 1,400,000 376,474 △ 1,023,526
任意団体から217,410円
その他　159,064円

  ６　雑収入
　  １）雑収入 0 0 0

 経常収入合計 2,850,000 16,376,889 13,526,889

Ⅱ　経常支出の部 
  １　事業費
  　１）多文化共生理解促進事業 50,000 △ 50,000 多文化共生の地域づくり促進事業、

15,056,472 15,056,472 愛知県多文化共生実践モデル支援事業

489,571 489,571 講師派遣

29,558 29,558 イベント出展

20,333 20,333 連続セミナー多文化共生"最前線"2008!！

54,355 54,355 知立市多文化共生フォーラム

  　２）外国人住民の社会参画促進事業 263,803 263,803 岐阜CS研修　2010.4-5月実施分計上

219,623 219,623 犬山市社会人養成講座

500,000 54,875 △ 445,125 外国人コミュニティフェア

    ３）情報及び人材のネットワーク構築事業 10,000 △ 10,000 多文化共生SNS

    ４）「外国につながる子ども」の健全育成に関する 500,000 313,591 △ 186,409
子どもサポーター実践共有ひろば　あいちモリコロ基
金

    ５）その他の事業 50,000 20,106 △ 29,894 SPF「人口変動の新潮流への対処事業」研究事業

  ２　管理費  
    １）役員報酬 0 0 0

    ２）給料手当 960,000 318,000 △ 642,000 給料手当　

    ３）臨時雇賃金 100,000 △ 100,000 アルバイト給与

    ４）福利厚生費 0 130,578 130,578 法定福利費、福利厚生費

    ５）会議費 10,000 17,577 7,577 理事会等

    ６）旅費交通費 150,000 35,200 △ 114,800 交通費

    ７）通信運搬費 65,000 119,498 54,498 電話代、インターネット、郵送費等

    ８）リース料 0 0 0

    ９）消耗品費 57,000 209,029 152,029 プリンターインク、他事務消耗品

   10）印刷製本費 75,000 6,055 △ 68,945 会報、チラシ印刷代等

   11）光熱水料費 80,000 17,190 △ 62,810 電気代

   12）賃借料 128,000 72,000 △ 56,000
事務所賃借料 16,000円×7ヶ月（H21.10-22.3
は事業費と折半）

   13）保険料 0 0 0

   14）諸会費 40,000 0 △ 40,000 団体会員年会費

　 15）新聞図書費 5,000 0 △ 5,000 新聞、書籍購入費

　 16）支払手数料 10,000 2,308 △ 7,692 振込手数料

 　17）管理諸費 0 31,500 31,500

　 18）維持管理費 0 0 0

　 19）修繕費 0 5,000 5,000

   20）租税公課 0 0 0

   21）雑費 10,000 15,813 5,813

  ３　予備費
    １）予備費 50,000 0 △ 50,000

  経常支出合計 2,850,000 17,502,035 14,652,035

  経常収支差額 0 △ 1,125,146 △ 1,125,146

Ⅲ　その他資金収入の部 0

　1　保証金戻り収入 0 1,391,400 1,391,400 愛知県多文化共生実践モデル支援事業

その他の資金収入合計 0

Ⅳ　その他資金支出の部 0

  １　固定資産取得支出 0

    １）保証金支出 0 1,391,400 1,391,400 愛知県多文化共生実践モデル支援事業

    ２）什器備品購入支出 0 0 0

　２　借入金返済支出 0 0 0

その他の資金支出合計 0

  当期収支差額 △ 1,125,146 △ 1,125,146

　設立時資金有高 0 0

  次期繰越収支差額 △ 1,125,146 △ 1,125,146

注記：資金の範囲は短期借入金を含めた短期金銭債権債務としています。
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平成２１年度「特定非営利活動に係る事業会計」収支計算書 平成２１年度「特定非営利活動に係る事業会計」収支計算書 平成２１年度「特定非営利活動に係る事業会計」収支計算書 平成２１年度「特定非営利活動に係る事業会計」収支計算書 
平成２１年１０月８日から平成２２年５月３１日まで



[税込]（単位：円）

  【流動資産】
    （現金・預金）
      現      金 4,849 
      普通  預金 1,542,062 
        現金・預金 計 1,546,911 
    （売上債権）
      未  収  金 530,422 
        売上債権 計 530,422 
    （その他流動資産）
      前払  費用 16,000 
        その他流動資産  計 16,000 
          流動資産合計 2,093,333 
            資産の部  合計 2,093,333 

  【流動負債】
    未  払  金 217,399 
    短期借入金 3,005,000 
    預  り  金 △ 3,920 
      流動負債  計 3,218,479 
        負債の部  合計 3,218,479 

  【正味財産】
    正味  財産 △ 1,125,146 
    (うち当期正味財産増加額) △ 1,125,146 
      正味財産　計 △ 1,125,146 
        正味財産の部  合計 △ 1,125,146 
          負債・正味財産合計 2,093,333 

[税込]（単位：円）

全事業所

  【流動資産】
    （現金・預金）
      現      金 4,849 
      普通  預金 1,542,062 
        MUFJ (1,542,062)
          現金・預金 計 1,546,911 
    （売上債権）
      未  収  金 530,422 
        売上債権 計 530,422 
    （その他流動資産）
      前払  費用 16,000 
        その他流動資産  計 16,000 
          流動資産合計 2,093,333 
            資産の部  合計 2,093,333 

  【流動負債】
    未  払  金 217,399 
    短期借入金 3,005,000 
    預  り  金 △ 3,920 
      流動負債  計 3,218,479 
        負債の部  合計 3,218,479 

        正味財産 △ 1,125,146 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　17

特定非営利活動に係る事業会計貸借対照表特定非営利活動に係る事業会計貸借対照表特定非営利活動に係る事業会計貸借対照表特定非営利活動に係る事業会計貸借対照表
NPO法人多文化共生リソースセンター東海

平成22年 5月31日 現在
《資産の部》

《負債の部》

《正味財産の部》

特定非営利活動に係る事業会計財産目録特定非営利活動に係る事業会計財産目録特定非営利活動に係る事業会計財産目録特定非営利活動に係る事業会計財産目録
NPO法人多文化共生リソースセンター東海

平成22年 5月31日 現在
《資産の部》

《負債の部》
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3．2010年度事業計画 

 

◆事業方針◆事業方針◆事業方針◆事業方針    

１．委託事業の成果を出し、委託元からの信頼を得るとともに、来年度以降の実施に向けた自主事 

業を企画する 

２．事務局仕事の整理、ボランティアマネジメント、会員獲得等、組織運営の安定化を図る 

３．愛知県内を中心に各自治体の多文化共生に関する取組や外国人コミュニティの状況等を把握整 

理する 

 

1111．多文化共生理解促進事業．多文化共生理解促進事業．多文化共生理解促進事業．多文化共生理解促進事業    

①愛知県多文化共生コミュニティ状況等実態調査事業①愛知県多文化共生コミュニティ状況等実態調査事業①愛知県多文化共生コミュニティ状況等実態調査事業①愛知県多文化共生コミュニティ状況等実態調査事業                                                                                    

実施時期：平成 22年 7月 12日～平成 23年 3月 15日 

計画概要：：：：外国人県民が運営する自助組織や教育・商業・宗教等に関する施設への調査を通じて、彼ら

の生活実態および内在する課題等を明らかにする。さらに、この調査結果にもとづいて、日本人県民に

対し外国人コミュニティの実態をわかりやすく伝え、相互理解の促進を図る。 

 

②愛知県多文化共生実践活動支援事業②愛知県多文化共生実践活動支援事業②愛知県多文化共生実践活動支援事業②愛知県多文化共生実践活動支援事業    ※※※※提案提案提案提案中中中中                                                                                            

実施時期：平成 22年 8月上旬～平成 23年 3月末 

計画概要：「多文化共生実践モデル支援事業」の報告書において提案された取組みを基に、県内 5ヵ所 (地

域)以上の外国人入居者が多い集合住宅等において、市町村・地元自治会等の協力を得て、日本人と外国

人の相互理解や外国人の社会活動の参加の促進に向けた取組みを実施する。 

 

③講師派遣③講師派遣③講師派遣③講師派遣                                                                                                                                                                

実施時期：通年 

計画概要：多文化共生に関するセミナーや研修会に講師を派遣する 

実施時期実施時期実施時期実施時期    講座名等講座名等講座名等講座名等    

平成 22年 5月 16日、23日 

6月 6日、27日 

（財）岐阜県国際交流センター 

「岐阜県外国人コミュニティサポーター研修／スキルアップ研修」 

平成 22年 6月 8日 中京大学 

渋谷ゼミ 

平成 22年 6月 23日 南山短期大学 

関口ゼミ 

平成 22年 8月 4日 三重県国際室 

「多文化共生の学校・地域づくり」 

平成 22年 8月 23日～27日 （財）全国市町村国際文化研修所（JIAM） 

「多文化共生地域づくりコース」 

平成 22年 9月 2日、9日 NPO法人アスクネット 

「愛知県青年のための寺子屋塾 2010」 
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平成 22年 9月 4日、11日、 

     18日、10月 24日 

犬山国際交流協会 

「犬山市社会人基礎力養成講座」 

平成 22年 9月 12日 犬山国際交流協会 

「犬山市お金の基本講座」 

平成 23年 1月 31日～2月 （財）全国市町村国際文化研修所（JIAM） 

「多文化共生地域づくりコース」 

平成 23年 2～3月 犬山国際交流協会 

「犬山市日本語ボランティア養成講座」 

 

④④④④多文化共生検定多文化共生検定多文化共生検定多文化共生検定                                                                                                                                                    

実施時期：通年 

計画概要：（特活）多文化共生センター大阪と協働で、これから地域で多文化共生に取り組もうとしてい

る人や、すでに取り組みをスタートしている人のために、必要な知識や情報を総合的に学ぶきっかけと

して、また自身の認識度合いを確認し不足を補うためのツールとして多文化共生検定を実施する。 

  

⑤⑤⑤⑤犬山市日本語ボランティア養成講座犬山市日本語ボランティア養成講座犬山市日本語ボランティア養成講座犬山市日本語ボランティア養成講座                                                                                                                

実施時期：平成 23年 2月～3月 

計画概要：日本語教室の運営に必要な人材・教材・仕組みづくり等の環境整備に取組む。 

 

 

2222．外国人住民の社会参画促進事業．外国人住民の社会参画促進事業．外国人住民の社会参画促進事業．外国人住民の社会参画促進事業    

①岐阜県外国人コミュニティサポーター研修／スキルアップ研修①岐阜県外国人コミュニティサポーター研修／スキルアップ研修①岐阜県外国人コミュニティサポーター研修／スキルアップ研修①岐阜県外国人コミュニティサポーター研修／スキルアップ研修                                                                                                                            

実施時期：平成 22年 5月 16日、23日、6月 6日、27日 

計画概要：岐阜県内の外国人住民を対象として、日本社会と外国人コミュニティとの橋渡しを行う調整

能力や、コミュニティ内における相談・カウンセリング能力を高めてもらうことを目的に、相談・生活・

仕事等に役立つテーマを取り上げた自立支援・スキルアップ研修を実施する。 

 

②②②②犬山市社会人基礎力養成講座犬山市社会人基礎力養成講座犬山市社会人基礎力養成講座犬山市社会人基礎力養成講座                                                                                                                            

実施時期：平成 22年 9月 4日、11日、18日、10月 24日 

計画概要：若者の地域社会への理解と関心を高め、地域社会に主体的に参加する姿勢を育むとともに、

他者との協働による課題発見解決に有用なコミュニケーション能力を養うことを目的に講座を開催する。

本年度のテーマは医療。（昨年度は観光） 

 

③③③③犬山市お金の基本犬山市お金の基本犬山市お金の基本犬山市お金の基本講座講座講座講座                                                                                                                                        

実施時期：平成 22年 9月 12日 

計画概要：在住外国人及び新社会人の人を対象に納税や、年金、保険等を含む幅広い範囲で、お金の仕

組みをわかりやすく紹介する。 
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3333．多文化共生社会づくりに関する情報及び人材のネットワーク構築事業．多文化共生社会づくりに関する情報及び人材のネットワーク構築事業．多文化共生社会づくりに関する情報及び人材のネットワーク構築事業．多文化共生社会づくりに関する情報及び人材のネットワーク構築事業    

①ソーシャルネットワーキングシステム（①ソーシャルネットワーキングシステム（①ソーシャルネットワーキングシステム（①ソーシャルネットワーキングシステム（SNSSNSSNSSNS））））構築のための構築のための構築のための構築のための情報収集情報収集情報収集情報収集                                                        

実施時期：通年 

計画概要：平成 23年度の多文化共生 SNSの構築に向け、多文化共生に関する情報を収集する。 

 

4444．「外国につながる子ども．「外国につながる子ども．「外国につながる子ども．「外国につながる子ども」の健全育成に関する事業」の健全育成に関する事業」の健全育成に関する事業」の健全育成に関する事業    

実施予定なし 

 

5555．その他、上記の目標達成に必要な事業．その他、上記の目標達成に必要な事業．その他、上記の目標達成に必要な事業．その他、上記の目標達成に必要な事業    

①①①①【研究】（財）笹川平和財団「人口変動の新潮流への対処事業」【研究】（財）笹川平和財団「人口変動の新潮流への対処事業」【研究】（財）笹川平和財団「人口変動の新潮流への対処事業」【研究】（財）笹川平和財団「人口変動の新潮流への対処事業」                                                                

実施時期：通年 

計画概要：多文化共生（または社会統合）施策に取り組もうとする日本を含むアジアの自治体およびNPO

が参照できる施策のパッケージモデルの構築を目的に、過去の調査研究成果を元に、４つの地域分類ご

とに施策モデルの仮説を構築する。また、09年度に調査した国内 4地域を対象に「ステークホルダーダ

イアログ」を開催し、地域施策モデルの検証を行う。 

 

②②②②ニュースレターニュースレターニュースレターニュースレター                                                                                                                                                    

実施時期：通年（発行時期：平成 22年 7月、11月、平成 23年 3月） 

計画概要：会員向けのサービス及び当団体の情報発信ツールとして、多文化共生に関する情報を紙媒体

で発信する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



2010年度予算案

特定非営利活動法人多文化共生リソースセンター東海

           科              目 09年度決算(a) 10年度予算(b) (b)-(a) 備考
Ⅰ　経常収入の部 
  １　財産運用収入 0 0 0

  ２　会費収入
  　１）団体会員会費収入 100,000 100,000 20,000円×5団体

  　２）正会員会費収入 30,000 200,000 170,000 5,000円×40名

  　３）賛助会員会費収入 15,000 90,000 75,000 3,000円×30名 

  ３　事業収入　 0

  　１）多文化共生理解促進事業 13,871,052 - 愛知県多文化共生実践モデル支援事業

9,634,809 9,634,809 愛知県多文化共生コミュニティ状況等調査事業

18,210,000 18,210,000 愛知県多文化共生実践活動支援事業

616,111 1,300,000 683,889 講師派遣

61,730 20,000 △ 41,730 イベント出展

44,040 15,000 △ 29,040 連続セミナー多文化共生"最前線"2008!！

55,720 - 知立市多文化共生フォーラム

0 0 多文化共生検定

405,220 405,220 犬山市日本語ボランティア養成講座

  　２）外国人住民の社会参画促進事業 530,422 265,211 △ 265,211 岐阜県外国人CS研修6月分

358,840 403,395 44,555 犬山市社会人基礎力養成講座

112,763 112,763 犬山市お金の基本講座

12,500 △ 12,500 外国人コミュニティフェア

    ３）情報及び人材のネットワーク構築事業 0 0 多文化共生SNS

    ４）「外国につながる子ども」の健全育成に関する事 0 - 子どもサポーター実践共有ひろば

    ５）その他の事業 105,000 100,000 △ 5,000 SPF「人口変動の新潮流への対処事業」研究事業

0 0 ニュースレター

  ４　補助金収入 0

 　 １）民間補助金収入 300,000 300,000 0 あいちモリコロ基金

  　２）国、地方自治体補助金収入 0 0 0

  ５　寄付金収入 0

  　１）寄付金収入 376,474 200,000 △ 176,474

  ６　雑収入 0

　  １）雑収入 0 0 0

 経常収入合計 16,376,889 31,356,398 28,906,281

Ⅱ　経常支出の部 
  １　事業費
  　１）多文化共生理解促進事業 15,056,472  - 愛知県多文化共生実践モデル支援事業

9,634,809 9,634,809 愛知県多文化共生コミュニティ状況等調査事業

18,210,000 18,210,000 愛知県多文化共生実践活動支援事業

489,571 910,000 420,429 講師派遣

29,558 10,000 △ 19,558 イベント出展

20,333 3,000 △ 17,333 連続セミナー多文化共生"最前線"2008!！

54,355 - 知立市多文化共生フォーラム

10,000 10,000 多文化共生検定

120,840 120,840 犬山市日本語ボランティア養成講座

  　２）外国人住民の社会参画促進事業 263,803 207,100 △ 56,703 岐阜県外国人CS研修

219,623 159,260 △ 60,363 犬山市社会人基礎力養成講座

22,630 22,630 犬山市お金の基本講座

54,875 - 外国人コミュニティフェア

    ３）情報及び人材のネットワーク構築事業 0 0 多文化共生SNS

    ４）「外国につながる子ども」の健全育成に関する事 313,591 - 子どもサポーター実践共有ひろば

    ５）その他の事業 20,106 0 △ 20,106 SPF「人口変動の新潮流への対処事業」研究事業

25,000 25,000 ニュースレター

  ２　管理費  
    １）役員報酬 0 0 0

    ２）給料手当 318,000 600,000 282,000 給料手当　

    ３）臨時雇賃金 0 0 アルバイト給与

    ４）福利厚生費 130,578 65,000 △ 65,578 法定福利費、福利厚生費

    ５）会議費 17,577 10,000 △ 7,577 理事会

    ６）旅費交通費 35,200 40,000 4,800 交通費

    ７）通信運搬費 119,498 150,000 30,502 電話代、インターネット、郵送費等

    ８）リース料 0 0 0

    ９）消耗品費 209,029 200,000 △ 9,029 プリンターインク、他事務消耗品

   10）印刷製本費 6,055 10,000 3,945 会報、チラシ印刷代等

   11）光熱水料費 17,190 20,000 2,810 電気代

   12）賃借料 72,000 192,000 120,000
事務所賃借料 16,000円×7ヶ月（H21.10-22.3は事
業費と折半）

   13）保険料 0 160,000 160,000 労働保険料

   14）諸会費 0 100,000 100,000 団体会員年会費

　 15）新聞図書費 0 5,000 5,000 新聞、書籍購入費

　 16）支払手数料 2,308 2,500 192 振込手数料

 　17）管理諸費 31,500 355,000 323,500 税理士顧問料、他

　 18）維持管理費 0 0 0

　 19）修繕費 5,000 5,000 0

   20）租税公課 0 95,000 95,000 印紙代、県民税、市民税

   21）雑費 15,813 10,000 △ 5,813

  ３　予備費
    １）予備費 0 20,000 20,000

  経常支出合計 17,502,035 31,352,139 29,329,397

  経常収支差額 △ 1,125,146 4,259 △ 423,116
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